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　沖縄県が、宮古島の陸自駐屯地建設について、環境アセスメントを求める考えを明

らかにしました！３月23日付の琉球新報記事をご覧ください。

　石垣島でも、状況は同じです。計画されている駐屯地建設は、30ヘクタール前後の

原野を切り開く大規模な開発になります。さらに、駐屯地とは別の場所に訓練場を設

けることも考えられています。これらが環境に及ぼす負荷はきわめて大きなものです。

こういう場合、たとえ沖縄県の環境影響評価条例が定める対象事業に当てはまらな

かったとしても、防衛省が自主的に環境アセスメントを実施して、県、市、市民の意

見を求めるべきだというのが、沖縄県の見解です。石垣市も、当然、防衛省が用地を

選定して市の最終判断を求める前に、アセスメントを実施するよう要求すべきです。

　環境アセスメント手続きの流れの図２枚を添付します。沖縄県のパンフレットから

コピーしたものです。位置等の選定前に計画段階環境配慮書の手続きが、許認可権者

の審査を受ける前に環境影響評価方法書、環境影響評価準備書及び評価書の手続きが

必要とされています。




